
は
じ
め
に

説
話
集
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
特
質
に
つ
い
て
、
説
話
配
列
の
問
題
が
さ
ま

ざ
ま
に
論
議
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
す
で
に
周
知
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
隣

接
す
る
説
話
間
の
連
想
的
契
機
や
、
説
話
間
の
表
現
の
細
部
の
対
照
な
ど
の
具

体
的
な
問
題
と
し
て
論
議
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
特
質
を
、
そ
の
よ
う
な
説
話
の
配
列
と
い

う
角
度
と
は
別
に
、
表
現
の
根
幹
に
お
い
て
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
原
理
的
に

貫
く
思
想
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
小
考
を
加
え
て

み
た
い
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
と
り
わ
け
冒
頭
話
と
末
尾
話
は
、
編
纂
物
と

し
て
の
説
話
集
全
体
を
統
一
す
る
原
理
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

特
に
、
末
尾
話
を
貫
く
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
思
想
が
、

冒
頭
話
の
み
な
ら
ず
、
説
話
集
内
部
に
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

一

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
全
体
を
貫
く
思
想
に
つ
い
て
考

え
る
手
が
か
り
に
し
た
い
。

第
一
九
七
話
「
盗
跖
与
孔
子
問
答
事
」
に
見
え
る
思
想

末
尾
話
で
あ
る
第
一
九
七
話
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
今
は
昔
、
柳

下
恵
と
い
う
重
臣
が
お
り
、
そ
の
弟
は
盗
跖
と
い
う
盗
賊
で
あ
っ
た
。
孔
子
は
、

出
会
っ
た
柳
下
恵
に
弟
盗
跖
の
こ
と
で
「
教
訓
」
し
た
い
こ
と
が
あ
る
、
な
ぜ

盗
跖
を
「
制
し
給
は
ぬ
」
の
か
と
尋
ね
、
自
ら
盗
跖
の
も
と
に
出
向
い
て
説
諭

し
よ
う
と
申
し
出
る
。
柳
下
恵
は
、
弟
は
聞
か
な
い
だ
ろ
う
と
答
え
た
が
、
孔

子
は
敢
え
て
盗
跖
に
会
う
。
孔
子
は
、
盗
跖
の
恐
ろ
し
さ
に
怯
え
な
が
ら
も
、

人
が
世
に
あ
る
あ
り
か
た
は
、「
道
理
」
を
「
身
の
か
ざ
り
」
と
し
「
心
の
を

き
て
」
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、
と
説
く
。
す
な
わ
ち
孔
子
は
、「
心
の

欲
し
き
ま
ゝ
に
悪
し
き
事
の
み
事
と
す
る
」
こ
と
は
、「
当
時
は
心
に
か
な
ふ

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

｜
｜
末
尾
話
と
冒
頭
話
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

廣

田

收



や
う
」
で
あ
っ
て
も
、
結
局
「
終
悪
し
き
物
」
に
他
な
ら
な
い
と
断
じ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
盗
跖
は
、
孔
子
の
尊
崇
す
る
皇
帝
尭
・
舜
の
子
孫
が
絶
え
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
、
伯
夷
・
叔
齊
も
首
陽
山
に
飢
死
し
た
こ
と
、
孔
子
の
弟
子

顔
回
も
短
命
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
子
路
も
早
逝
し
た
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て

「
か
し
こ
き
輩
は
、
つ
ゐ
に
か
し
こ
き
事
も
な
し
」
な
の
だ
と
い
う
。
自
分
は

悪
事
を
好
む
け
れ
ど
も
、
災
に
は
出
合
っ
て
い
な
い
。
結
局
、
悪
し
き
事
も
善

き
事
も
長
く
云
々
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
。
盗
跖
は
「
わ
が
好
み
に
し

た
が
ひ
て
ふ
る
ま
ふ
べ
き
也
」
と
、
孔
子
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
主
張
を
す
る
。

早
く
立
ち
去
れ
と
一
喝
さ
れ
絶
句
し
た
孔
子
は
、
馬
に
乗
る
の
に
も
轡
を
二
度

外
し
、
鐙
を
何
度
も
踏
み
外
す
。
そ
れ
を
世
人
は
「
孔
子
倒
れ
す
」
と
い
っ
た
、

と
い
う
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
九
七
話
の
同
話
・
類
話
に
つ
い
て
、『
日
本
古
典
文

学
大
系
』
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
〇
第
一
五
を
「
同
文
的
な
同
話
」
と

捉
え
、『
荘
子
』
を
「
同
話
・
類
話
」
と
み
る
。
ま
た
、『
新
日
本
古
典
文
学
大

系
』
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
五
第
一
五
を
「
同
話
（
１
）」
と
捉
え
、

『
荘
子
』
雑
篇
盗
跖
二
九
、『
世
俗
諺
文
』
下
（
荘
子
）
を
「
同
話
（
２
）」
と

捉
え
、『
岷
江
入
楚
』
二
四
を
「
類
話
・
関
連
話
等
」
と
み
る
。
さ
ら
に
、『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
〇
第
一
五
を
「
同
文

話
」
と
捉
え
、『
荘
子
』（
盗
跖
篇
）
を
「
類
話
・
関
連
話
等
」
と
み
る
。

本
話
に
つ
い
て
、
諸
注
釈
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

孔
子
の
説
は
生
活
を
古
典
化
し
よ
う
と
す
る
に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
不

遇
に
も
常
に
世
間
的
に
は
哂
笑
揶
揄
さ
れ
た
傾
き
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼

が
老
子
に
会
っ
た
時
も
、（
略
）
誡
め
ら
れ
、
老
子
を
竜
の
ご
と
き
か
と

感
嘆
し
た
と
い
う
伝
え
が
史
記
の
老
子
列
伝
に
見
え
る
。
本
書
巻
六
第
八

話
の
、
孔
子
が
、
翁
に
「
い
み
じ
き
痴
者
か
な
」
と
罵
ら
れ
た
と
い
う
話

も
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
談
で
な
い
に
し
て
も
、
孔
子
は
生
活
を
理
論
化
し

よ
う
と
し
て
、
そ
の
主
張
に
は
実
用
に
遠
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
理

論
と
実
際
と
は
常
に
相
容
れ
な
い
。
そ
こ
に
気
づ
か
な
い
と
、
み
じ
め
に

も
「
ひ
と
り
よ
が
り
」
に
終
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
語

ろ
う
と
し
た
話
で
あ
ろ
う
。

（『
宇
治
拾
遺
物
語
全
註
解
』）

か
え
っ
て
孔
子
が
や
り
こ
め
ら
れ
る
と
い
う
意
外
性
が
、
こ
の
説
話
の

第
一
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
孔
子
は
恐
怖
に
震

え
て
取
り
乱
し
、
馬
に
も
満
足
に
乗
れ
な
い
｜
孔
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
ぶ
ち

破
っ
て
、
徹
底
的
に
凡
俗
化
す
る
。
こ
こ
に
こ
の
説
話
形
成
の
基
本
的
な

姿
勢
が
あ
り
、「
孔
子
倒
れ
す
」
と
い
う
古
諺
が
も
ち
出
さ
れ
る
ゆ
え
ん

が
あ
る
。

（『
日
本
古
典
文
学
全
集
』）

第
一
九
五
、
一
九
六
話
、
そ
し
て
こ
の
一
九
七
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
教
、

道
教
、
儒
教
の
話
が
つ
な
が
っ
て
記
述
さ
れ
、
現
存
本
の
形
態
が
本
書
の

も
と
も
と
の
形
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
三
話
は
本
書
の
結
び
、
巻
尾
を

飾
る
話
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
と
考
え
う
る
。
中
味
に
お
い
て
も
儒
教
の
祖

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

二



と
し
て
崇
め
ら
れ
る
孔
子
が
、
巨
悪
の
魁
、
盗
跖
に
完
膚
な
き
ま
で
に
言

い
の
め
さ
れ
る
わ
け
で
、
既
成
道
徳
や
倫
理
、
権
威
と
い
っ
た
も
の
へ
の

皮
肉
が
こ
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
盗
跖
が
世
の
重
臣
柳
下
恵
の
弟
と
い
う
設

定
も
見
逃
せ
な
い
。
大
悪
人
盗
跖
が
全
く
悪
人
ら
し
く
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

い
う
と
こ
ろ
の
論
理
に
は
力
強
さ
さ
え
あ
る
。
対
す
る
孔
子
の
立
言
に
は

空
疎
な
響
き
が
あ
る
よ
う
だ
。

（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』）

本
書
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
本
話
は
、
大
盗
族
の
論
理
に
中
国
史
上
最

高
の
思
想
家
の
一
人
と
目
さ
れ
る
孔
子
が
ぐ
う
の
音
も
出
な
い
ま
で
に
や

り
込
め
ら
れ
た
話
。
本
書
で
は
、
第
九
〇
話
、
第
一
五
二
話
に
も
孔
子
が

登
場
す
る
が
、
前
者
で
は
老
人
か
ら
「
き
は
め
て
は
か
な
き
人
」
と
評
さ

れ
、
後
者
で
は
八
歳
の
童
子
の
主
張
に
、
し
ば
し
言
葉
を
失
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
本
書
編
者
の
孔
子
に
対
す
る
共
通
し
た
扱
い
ぶ
り
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』）

と
い
う
。

こ
の
末
尾
話
は
、
右
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
孔
子
の
思
想
が
正
面
か

ら
批
判
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
貫
く

思
想
の
一
端
が
み
と
め
ら
れ
よ
う
。

諺
「
孔
子
倒
れ
す
」
の
意
義

こ
の
末
尾
話
は
、
話
末
評
語
に
い
う
「
世
の
人
、『
孔
子
倒
れ
す
』
と
い
ふ

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

三

な
り
」
と
い
う
諺
の
意
味
を
説
明
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

「
孔
子
倒
れ
す
」
と
は
ど
の
よ
う
な
諺
で
あ
る
の
か
。
野
村
八
良
氏
は
「
孔

子
の
如
き
聖
人
も
、
却
つ
て
時
に
は
倒
れ
る
（
失
敗
す
る
）
事
が
あ
る
と
い
ふ

諺
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、『
源
氏
物
語
』
胡
蝶
巻
、『
今
昔
物
語
集
』、

『
義
経
記
』
の
用
例
を
指
摘
す
る
。
ま
た
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
は
、
さ
ら

に
『
譬
喩
尽
』「
盗
跖
に
遇
ひ
て
孔
子
倒
れ
ぬ
」
と
い
う
諺
を
引
き
、「
孔
子
倒

れ
」
が
『
源
氏
物
語
』
胡
蝶
巻
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
古
く
か
ら
の
諺
で
あ
ろ

う
」
と
み
る
。『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
、
さ
ら
に
加
え
て
『
世
俗
諺
文
』

の
「
今
案
ズ
ル
ニ
孔
子
仆
ノ
諺
、
世
ニ
多
ク
好
ム
所
」
を
引
く
。

そ
の
『
世
俗
諺
文
』
は
、『
礼
記
』、『
荘
子
』
盗
跖
、『
列
子
伝
』
な
ど
を
引

く
。『
世
俗
諺
文
』
が
引
く
『
荘
子
』「
盗
跖
編
第
二
九
」
本
文
に
は
、
論
破
さ

れ
た
孔
子
が
盗
跖
の
元
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
と
き
に
、「
孔
子
仆
」
と
い
う

諺
で
は
な
く
て
、「
所
謂
無
病
而
自
灸
也
」
と
い
う
諺
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
諺
の
方
が
自
ら
の
愚
か
さ
を
自
嘲
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
内
容
に
ふ
さ

わ
し
い
。

ま
た
、『
荘
子
』
と
『
列
子
伝
』
で
は
、
諺
の
由
来
を
説
明
す
る
内
容
が
い

さ
さ
か
異
な
る
。
例
え
ば
、『
世
俗
諺
文
』
の
引
く
『
列
子
伝
』
に
は
、

一
児
曰
日
初
出
。
大
如
車
蓋
。
其
中
如
盤
。
不
為
遠
者
小
。
而
近
者
大

乎
。
一
児
曰
。
日
初
出
。
蒼
々
涼
。
及
其
中
如

湯
。
此
不
為
近
者
熱
。

遠
者
涼
乎
。
孔
子
不
能
決
之
。
笑
曰
。
孰
謂
汝
多
智
乎
。
今
幸
孔
子
仆
。



諺
世
多
所
好
訪
之
書
籍
。
已
無
所
見
。
但
仆
者
非
行
歩
仆
之
義
。
是
才
智

失
之
謂
也
。
頗
其
所
似
雖
出
三
書
。
初
礼
記
説
既
言
。
小
狐
不
知
母
墓
。

非
仆
焉
。
次
荘
子
説
勘
荘
子
成
英
疏
云
。
姓
展
。
名
禽
。
字
季
。
食
菜
柳

下
。
謚
曰
恵
。
亦
言
居
柳
樹
之
下
。
故
以
為
号
。
是
魯
荘
公
時
人
也
。
孔

也
孔
丘
。
相
去
百
余
歳
。
而
言
。
支
者
蓋
遞
言
。
耳
者
愛
知
。
孔
子
与
盗

跖
相
論
。
誰
忝
可
信
。
次
又
列
子
之
説
非
仆
矣
。
豈
対
小
童
称
雄
闘
智
哉
。

と
あ
る
。
こ
の
故
事
は
、「
孔
子
仆
」
が
「
才
智
失
之
謂
也
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
こ
と
を
い
う
。

国
東
文
麿
氏
は
、『
今
昔
物
語
集
』
の
「
作
者
推
定
」
を
目
的
と
す
る
考
察

の
中
で
、
第
一
九
七
話
も
、「
こ
の
第
九
〇
話
『
帽
子
児
与
孔
子
問
答
事
』
の

作
者
が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
い
、「
第
一
九
七
話
の
原
典
は
『
荘

子
』
盗
跖
編
」
で
あ
り
、「
子
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、〈
孔
子
倒
れ

と
い
う

俗
諺
で
平
安
期
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
話
を
、
原
典
に
拠
り
な
が
ら
、

そ
の
要
を
と
っ
て
平
易
な
内
容
・
表
現
の
啓
蒙
的
説
話
に
作
り
あ
げ
た
も
の
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
胡
蝶
巻
に
は
、
鬚
黒
大
将
す

な
わ
ち
「
右
大
将
の
、
い
と
ま
め
や
か
に
、
こ
と
こ
と
し
き
さ
ま
し
た
る
人
の
、

恋
の
山
に
は
孔
子
の
た
ふ
れ
ま
ね
び
つ
べ
き
け
し
き
に
愁
へ
た
る
も
、
さ
る
か

た
に
を
か
し
と
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
諺
が
み
え
る
。『
河
海
抄
』
は
、

孔
子
倒
何
事
乎
不
審
。
論
語
長
沮
桀
溺
丈
人
石
門
荷
簣
儀
封
人
楚
狂
接

輿
か
孔
子
を
あ
さ
け
り
し
事
な
と
（
を
）
い
ふ
歟
。
或
又
孔
子
東
荊
山
ノ

下
ニ
遊
て
三
人
の
小
児
と
問
答
せ
ら
れ
し
事
な
と
歟
。
道
に
三
人
の
少
児

あ
り
て
土
を
擁
て
城
を
つ
く
る
。
孔
子
曰
車
の
道
を
さ
る
へ
し
。
吾
過
と

お
も
ふ
。
小
児
の
曰
吾
聞
聖
人
は
上
天
命
を
し
り
下
人
情
を
覚
る
。
従
古

至
今
車
ま
さ
に
城
を
さ
る
へ
し
。
城
何
車
を
さ
ら
む
と
孔
子
車
を
と
め
て

地
に
お
り
き
。
此
等
を
孔
子
の
た
ふ
れ
と
は
い
ふ
に
や
。
鬚
黒
大
将
し
ほ

う
な
る
人
の
恋
の
道
に
ま
よ
ふ
を
孔
子
の
仆
に
ゝ
た
ら
ん
と
か
し
。
似
た

る
と
い
ふ
也
。
孔
子
の
恋
の
山
に
ま
よ
ふ
に
は
あ
ら
さ
る
歟
。

と
注
す
る
。『
河
海
抄
』
は
、「
孔
子
倒
」
と
は
「
何
事
乎
不
審
」
と
し
て
、
二

説
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
論
語
』
に
「
楚
狂
接
輿
」
が
「
孔
子
を
あ

さ
け
り
し
事
」
を
い
う
か
と
す
る
。
同
時
に
、『
荘
子
』
の
「
小
児
と
問
答
せ

ら
れ
し
事
」
を
「
此
等
を
孔
子
の
た
ふ
れ
と
は
い
ふ
に
や
」
と
案
ず
る
。『
河

海
抄
』
は
、
そ
の
二
説
双
方
を
も
っ
て
「
孔
子
倒
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。

そ
の
二
説
は
、
先
に
見
た
『
世
俗
諺
文
』
の
挙
げ
る
、『
荘
子
』『
列
子
伝
』
の

二
つ
の
故
事
を
受
け
る
も
の
と
み
え
る
。

さ
ら
に
、『
花
鳥
余
情
』
は
、

い
か
は
か
り
恋
の
山
ち
の
し
け
ゝ
れ
は
い
る
と
入
ぬ
る
人
ま
と
ふ
ら
ん

今
案
、
孔
子
の
た
う
れ
と
い
ふ
事
は
、
む
か
し
よ
り
世
の
こ
と
わ
さ
に

い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
孔
子
程
の
聖
人
な
れ
と
も
、
時
と
し
て
た
う
る
ゝ
事

の
あ
る
こ
と
く
、
鬚
黒
の
大
将
き
は
め
て
実
法
な
る
人
な
れ
と
、
恋
の
山

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想
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に
入
（
て
）
に
は
、
思
ま
と
ふ
と
い
へ
る
な
り
。
く
し
の
た
う
れ
た
る
本

文
、
た
つ
ぬ
る
に
及
は
さ
る
へ
し
。
諸
抄
の
説
み
な
あ
や
ま
れ
り
。
河
海

の
説
は
相
違
な
き
に
や
。

と
注
す
る
。『
世
俗
諺
文
』
や
『
河
海
抄
』
の
挙
げ
た
二
説
の
う
ち
、「
孔
子
程

の
聖
人
な
れ
と
も
時
と
し
て
た
う
る
ゝ
事
の
あ
る
」
こ
と
を
特
に
強
調
す
る
。

す
な
わ
ち
「
才
智
失
之
謂
」
の
意
味
を
強
調
し
て
い
う
。
以
下
『
源
氏
物
語
』

の
諸
注
は
、『
花
鳥
余
情
』
の
説
に
従
っ
て
い
る
。
山
岸
徳
平
氏
は
「
恋
の
山

路
に
は
、
孔
子
の
如
き
聖
人
で
も
倒
れ
る
」
と
い
う
「
当
時
の
諺
」
で
あ
る
と

み
る
。
室
町
期
の
成
立
に
な
る
『
義
経
記
』
に
も
、
巻
第
五
に
「『
過
は
常
の

事
、
孔
子
の
た
は
れ
と
申
（
す
）
事
候
は
ず
や
』
と
狂
言
を
ぞ
申
（
し
）
け

る
」
と
い
う
表
現
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
孔
子
仆
」
と
い
う
諺
が
、
賢
者
の
一
失
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
末
尾
話
に
お
い
て
孔
子
が
盗
跖
に
教
訓
を
述

べ
な
が
ら
、
反
論
さ
れ
て
逃
げ
出
す
こ
と
は
、
賢
者
の
一
失
と
い
う
こ
と
に
は

当
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
全
面
的
な
敗
北
を
意
味
す
る
と
さ
え
い
え
る
の
で
は
な

い
か
。
末
尾
話
の
内
容
と
諺
と
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
、
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。『
今
昔
物
語
集
』
さ
ら
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
、
国
東
氏
の
説

か
れ
る
よ
う
に
、
古
来
か
ら
す
る
諺
を
軸
に
、
孔
子
と
盗
跖
の
故
事
を
新
た
に

説
話
と
し
て
整
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

五

第
九
〇
話
「
帽
子
叟
与
孔
子
問
答
事
」
と
共
有
す
る
思
想

「
孔
子
倒
れ
す
」
と
い
う
諺
を
引
き
な
が
ら
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
末
尾
話
は
、

盗
跖
に
よ
っ
て
孔
子
の
思
想
を
完
膚
な
き
ま
で
に
打
ち
負
か
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
第
九
〇
話
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
り
、
儒
者
孔
子
の
思
想
が
繰
り
返
し
相
対
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、『
宇

治
拾
遺
物
語
』
編
纂
の
意
図
が
み
て
と
れ
よ
う
。

第
九
〇
話
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
今
は
昔
、
孔
子
は
弟
子
と
と
も
に
逍
遥

し
た
。
そ
こ
に
、
舟
に
乗
り
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
翁
が
現
わ
れ
、
弟
子
に
孔
子
と

は
誰
か
と
尋
ね
る
。
弟
子
が
国
の
賢
者
と
し
て
政
治
を
説
き
悪
を
質
す
人
で
あ

る
、
と
い
う
と
、
翁
は
嘲
笑
し
「
い
み
じ
き
し
れ
物
か
な
」
と
言
っ
て
立
ち
去

っ
た
。
孔
子
は
、
弟
子
に
呼
び
戻
さ
せ
て
対
面
す
る
が
、
翁
は
改
め
て
、
政
治

を
直
す
こ
と
を
理
想
と
す
る
と
主
張
す
る
孔
子
を
「
き
は
ま
り
て
、
は
か
な
き

人
」
で
あ
る
と
断
じ
る
。
翁
は
い
う
。

世
に
影
を
い
と
ふ
物
有
。
晴
に
出
で
て
、
は
な
れ
ん
と
は
し
る
時
、
影

は
な
る
ゝ
事
な
し
。
陰
に
ゐ
て
、
心
の
ど
か
に
お
ら
ば
、
影
は
な
れ
ぬ
べ

き
に
、
さ
は
せ
ず
し
て
、
晴
れ
に
出
で
て
、
は
な
れ
ん
と
す
る
時
に
は
、

力
こ
そ
尽
く
れ
、
影
は
は
な
る
ゝ
事
な
し
。
又
、
犬
の
死
か
ば
ね
の
水
に

流
れ
て
く
だ
る
。
こ
れ
を
取
ら
ん
と
走
る
も
の
は
、
水
に
お
ぼ
れ
て
死
ぬ
。

か
く
の
ご
と
く
の
無
益
の
事
を
せ
ら
る
ゝ
也
。
た
ゞ
し
か
る
べ
き
居
所
を



し
め
て
、
一
生
を
送
ら
れ
ん
、
こ
れ
今
生
の
望
な
り
。
こ
の
事
を
せ
ず
し

て
、
心
を
世
に
染
め
て
、
さ
は
が
る
ゝ
事
は
、
き
は
め
て
は
か
な
き
事

也
」
と
い
ひ
て
、
返
答
も
聞
か
で
帰
行
。
舟
に
乗
て
、
こ
ぎ
出
ぬ
。

孔
子
は
た
だ
、
翁
の
後
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
拝
み
入
っ
て
い
た
、
と
い
う
。

こ
れ
と
同
話
と
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
「
孔
子
、
逍
遥
値
栄
啓
期

聞
語
第
十
」
に
つ
い
て
、『
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集
』
は
、
そ
の

「
出
典
」
に
つ
い
て
、「
本
話
は
、
荘
子
巻
第
十
漁
父
第
三
十
一
も
し
く
は
列
子

巻
第
一
天
瑞
第
一
に
拠
り
或
は
要
略
し
或
は
敷
延
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

第
四
段
中
に
説
く
三
楽
説
は
、
准
南
子
巻
第
九
主
術
訓
も
し
く
は
説
苑
巻
第
十

七
、
雑
言
に
基
く
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
宇
治
拾
遺
物
語
上
末
二
（

）
の
類

話
は
、
本
話
と
ほ
ぼ
同
巧
だ
が
、
三
楽
説
を
欠
く
」
と
み
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
九
〇
話
に
つ
い
て
、『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
「
巻

六
は
す
べ
て
仏
教
説
話
で
あ
る
が
、
本
話
の
み
例
外
で
老
荘
説
話
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
孔
子
に
無
為
自
然
の
道
を
説
く
翁
、
し

か
も
孔
子
の
ひ
た
む
き
な
世
直
し
の
努
力
を
あ
わ
れ
み
、
素
姓
も
告
げ
ず
に
去

っ
て
行
く
翁
。
そ
れ
で
い
て
二
人
の
間
に
は
、
深
い
敬
意
と
暖
か
い
心
の
交
流

が
み
ら
れ
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
真
の
賢
人
の
み
が
賢
人
を
知
る
、
さ
わ
や

か
な
両
者
の
出
会
い
に
重
点
を
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
ま
た
、

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
は
「
宇
治
拾
遺
に
は
孔
子
は
三
回
登
場
す
る
が
、

い
ず
れ
も
、
孔
子
の
考
え
、
意
見
、
処
世
は
相
手
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
相
手
は
老
翁
、
子
供
、
あ
る
い
は
大
盗
賊
で
あ
り
、
三
者
と
も
い
わ

ば
社
会
の
底
辺
、
周
縁
に
生
き
る
存
在
で
あ
る
。
こ
と
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
説

話
を
選
ん
で
い
る
所
に
作
者
の
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
混
沌
と
し
た
時
代

相
の
反
映
と
も
い
え
よ
う
か
」
と
み
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
い
て
、
孔
子
と
出
遭
っ
た
翁
が
、
孔
子
や
弟
子
た

ち
に
対
し
て
主
張
し
た
と
こ
ろ
は
「
た
ゞ
し
か
る
べ
き
居
所
を
し
め
て
、
一
生

を
送
ら
れ
ん
、
こ
れ
今
生
の
望
な
り
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
〇
第
一
〇
に
お
け
る
「
只
、
可
然
キ
所
ニ
居
所
ヲ
示

テ
、
静
ニ
一
生
ヲ
被
送
ラ
レ
ム
、
此
レ
、
此
ノ
生
ノ
望
ミ
也
」
と
い
う
表
現
に

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
『
今
昔
物
語
集
』

と
共
有
す
る
思
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
翁
の
思
想
は
、

末
尾
話
の
盗
跖
の
主
張
に
も
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

儒
教
思
想
は
、
奈
良
期
か
ら
平
安
期
に
お
い
て
日
本
の
律
令
を
支
え
る
思
想

的
支
柱
で
あ
っ
た
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
編
者
が
、
盗
跖
や
老
翁
な
ど
の
言

動
に
よ
っ
て
、
儒
教
思
想
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
編

纂
を
通
し
て
、
鎌
倉
期
と
い
う
新
し
い
時
代
に
即
し
た
行
動
、
判
断
、
あ
る
い

は
美
的
価
値
な
ど
の
規
範
的
な
基
準
を
模
索
し
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想
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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
冒
頭
話
に
見
え
る
思
想

一
方
、
末
尾
話
に
み
ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
思
想
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
冒

頭
話
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

冒
頭
話
を
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
は
、『
古
事
談
』
三
、『
東
斎
随
筆
』
好

色
類
を
「
同
文
的
な
同
話
」
と
捉
え
、『
雑
談
集
』
七
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第

一
二
第
三
六
を
「
同
話
・
類
話
」
と
み
る
。
ま
た
、『
新
日
本
古
典
文
学
大

系
』
は
、『
古
事
談
』
三
・
二
三
一
、『
古
事
談
抜
書
』
八
三
、『
雑
談
集
』
七
、

『
東
斎
随
筆
』
好
色
類
を
「
同
話
（
１
）」
と
捉
え
、『
宝
物
集
』
九
（
九
冊
本
）、

『
古
今
著
聞
集
』
八
・
三
一
八
、『
沙
石
集
』
五
末
、『
後
花
園
天
皇
宸
翰
本
琴

腹
絵
巻
』、『
御
伽
草
子
』
和
泉
式
部
、『
謡
曲
』
道
命
法
師
、
を
「
類
話
・
関

連
話
」
と
み
る
。
さ
ら
に
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
、『
古
事
談
』
三

・
二
三
一
、『
東
斎
随
筆
』
好
色
類
を
「
同
文
話
」
と
捉
え
、『
本
朝
法
華
験

記
』
下
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
二
第
三
六
、『
宝
物
集
』、『
雑
談
集
』
七
、

を
「
類
話
・
関
連
話
等
」
と
み
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
冒
頭
話
が
『
古
事

談
』
第
二
三
一
条
と
「
同
話
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。

両
者
を
表
現
に
お
い
て
対
照
さ
せ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

七

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
八
三
話

『
古
事
談
』
第
二
三
一
条

今
は
昔
、

道
命
阿
闍
梨
と
て
、
傅
殿
の
子
に
、

道
命
阿
闍
梨
ハ
道
綱
卿
息
也
。

色
に
ふ
け
り
た
る
僧
あ
り
け
り
。

其
音
声
微
妙
ニ
シ
テ
。
読
経
之
時
聞

人
皆
発

道
心

云
々
。

但
好
色
無
双
之
人
也
。

和
泉
式
部
に
通
け
り
。

経
を
目
出
く
読
け
り
。

通

和
泉
式
部

之
時
。

そ
れ
が
和
泉
式
部
が
り
ゆ
き
て
、
臥

し
た
り
け
る
に
、
目
さ
め
て
、
経
を
、

心
を
す
ま
し
て
読
み
け
る
ほ
ど
に
、

八
巻
読
み
は
て
て
、

或
夜
往

式
部
許

。
会
合
之
後
。

暁
更
ニ
目
ヲ
覚
テ
。
読
経

両
三
巻
之
後
。

暁
に
ま
ど
ろ
ま
ん
と
す
る
程
に
、

人
の
け
は
ひ
の
し
け
れ
ば
、

「
あ
れ
は
、
た
れ
ぞ
」
と
問
け
れ
ば
、

「
を
の
れ
は
、
五
条
西
洞
院
の
辺
に

候
翁
に
候
」
と
こ
た
へ
け
れ
ば
、

「
こ
は
何
事
ぞ
」
と
道
命
い
ひ
け
れ

ば
、

「
こ
の
経
を
こ
よ
ひ
承
ぬ
る
事
の
、

世
々
生
々
、
忘
が
た
く
候
」
と
い
ひ

け
れ
ば
、
道
命
「
法
花
経
を
読
み
た

て
ま
つ
る
事
は
、
常
の
事
也
。
な
ど
、

こ
よ
ひ
し
も
い
は
る
ゝ
ぞ
」
と
い
ひ

け
れ
ば
、
五
条
の
斎
い
は
く
、

マ
ド
ロ
ミ
タ
ル
夢
ニ
。

ハ
シ
ノ
方
ニ
有

老
翁

。

誰
人
哉
ト
相
尋
之
処
。

翁
云
。
五
条
西
洞
院
辺
ニ
侍
翁
也
。

「
清
く
て
、
読
み
ま
ゐ
ら
せ
給
時
は
、

梵
天
、
帝
尺
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り

御
経
之
時
者

奉

始

梵
王
帝
釈
天
神
地
祇

。



こ
の
話
末
評
語
「
さ
れ
ば
、
は
か
な
く
、
さ
い
読
み
た
て
ま
つ
る
と
も
、
清

く
て
読
み
た
て
ま
つ
る
べ
き
事
な
り
」
に
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
主
張
は
端

的
に
示
さ
れ
て
い
る
。『
古
事
談
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
話
末
評
語
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
道
命
阿
闍
梨
が
和
泉
式
部
の
元
に
通
っ
て
「
御
行
水
も
候
は
で
」

読
経
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
が
め
ら
れ
て
い
な
い
。
法
華
経
読
誦
は
「
清
く

て
読
み
た
て
ま
つ
る
べ
き
事
」
が
肝
要
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
法
華

経
は
浄
不
浄
を
き
ら
は
ぬ
経
に
て
ま
し
ま
せ
ば
」（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
四

一
話
「
持
経
者
叡
実
効
験
事
」）
で
あ
る
ゆ
え
に
、「
能
読
」
と
讃
え
ら
れ
た
道

命
阿
闍
梨
が
「
心
を
す
ま
し
て
読
み
け
る
」
こ
と
が
重
要
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

冒
頭
話
と
類
話
で
あ
る
と
さ
れ
る
『
本
朝
法
華
験
記
』
は
、
道
命
阿
闍
梨
の

読
経
が
「
修
行
仏
道
。
於
法
花
経
。
一
心
読
持
。
更
無
他
事
」
と
い
う
さ
ま
で

行
わ
れ
た
と
す
る
。「
就
中
其
音
微
妙
幽
美
。
雖
不
加
曲
不
致
音
韻
任
運
出
声
。

聞
人
傾
耳
。
随
喜
讃
嘆
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、『
本
朝
法
華
験
記
』
に

拠
っ
た
と
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
「
初
メ
心
ヲ
一
ツ
ニ
シ
テ
、

他
ノ
心
ヲ
不
交
ズ
シ
テ
法
花
経
ヲ
誦
」
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、「
就
中
ニ
、

其
ノ
音
微
妙
ニ
シ
テ
、
聞
ク
人
皆
首
ヲ

ケ
不
貴
ズ
ト
云
フ
事
無
シ
」
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
道
命
阿
闍
梨
は
法
華
経
を
い
わ
ば
厳
格
な

斎
戒
の
も
と
に
一
心
に
読
誦
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
聴
聞
に
訪
れ
た
神

々
は
、『
本
朝
法
華
験
記
』
で
は
「
金
峰
山
蔵
王
。
熊
野
権
現
。
住
吉
大
明

神
」
で
あ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
金
峰
山
ノ
蔵
王
・
熊
野
ノ
権
現
・
住

吉
ノ
大
明
神
・
松
尾
ノ
大
明
神
等
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
、「
五
条
の
斎
」
が
聴
聞
に
及
ん

だ
と
い
う
。
話
末
評
語
に
「
念
仏
・
読
経
を
す
る
に
は
、
行
住
座
臥
の
四
つ
の

威
儀
（
戒
律
）
を
破
っ
て
は
な
ら
ぬ
の
意
」
と
さ
れ
る
、
源
信
の
戒
め
の
言
葉

を
引
き
な
が
ら
も
、
戒
律
を
破
る
こ
と
を
禁
ず
べ
き
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
く
、

和
泉
の
も
と
に
一
夜
を
過
ご
し
た
と
し
て
も
、
な
お
貴
い
「
法
華
経
」
の
功
徳

と
、
道
命
が
能
読
で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
「
心
を
す
ま
し
て
読
み
け
る
」
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、
内
的
な
倫
理
性
を
強
調
し
て
い
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

八

て
、
聴
聞
せ
さ
せ
給
へ
ば
、
翁
な
ど

は
ち
か
づ
き
参
て
、
う
け
給
る
に
及

び
候
は
ず
。
こ
よ
ひ
は
御
行
水
も
候

は
で
、
読
み
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
ば
、

梵
天
、
帝
尺
も
御
聴
聞
候
は
ぬ
ひ
ま

に
て
、
翁
、
ま
ゐ
り
よ
り
て
、
う
け

た
ま
は
り
さ
ぶ
ら
ひ
ぬ
る
事
の
、
忘

れ
が
た
く
候
也
」
と
の
た
ま
ひ
け
り
。

悉
御
聴
聞
之
間
。
此
翁
ナ
ド
ハ

近
辺
ヘ
モ
不

能

参
寄

。

而
只
今
御
経
ハ
行
水
モ
候

ハ
デ
令

読
給
ヘ
レ
バ
。

諸
神
祇
無

御
聴
聞

隙
ニ
テ
。

此
翁
参
テ
ヨ
ク
聴
聞
候
了
。

喜
悦
之
由
令

申
也
云
々
。

さ
れ
ば
、
は
か
な
く
、
さ
い
読
み
た

て
ま
つ
る
と
も
、
清
く
て
読
み
た
て

ま
つ
る
べ
き
事
な
り
。

「
念
仏
、
読
経
、
四
威
儀
を
や
ぶ
る

事
な
か
れ
」
と
恵
心
の
御
房
も
い
ま

し
め
給
に
こ
そ
。



そ
の
よ
う
な
内
面
性
へ
の
注
目
は
、
例
え
ば
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
一
〇

話
「
ツ
ネ
マ
サ
ガ
郎
等
仏
供
養
事
」
に
み
え
る
、
作
仏
に
対
す
る
人
々
の
考
え

方
に
編
者
の
興
味
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
重
な
る
。「
筑
前
国
」
に
住

む
「
つ
ね
ま
さ
」
は
、
郎
等
「
ま
さ
ゆ
き
」
が
仏
を
作
り
供
養
す
る
と
聞
く
。

講
師
の
僧
は
「
何
仏
を
供
養
せ
ん
ず
る
ぞ
」
と
尋
ね
る
が
、「
ま
さ
ゆ
き
」
も

仏
師
も
そ
れ
が
何
仏
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
。

「
こ
は
い
か
な
る
事
ぞ
」
と
て
た
づ
ぬ
れ
ば
、
は
や
う
、
た
ゞ
「
仏
つ

く
り
奉
れ
」
と
い
へ
ば
、
た
ゞ
ま
ろ
が
し
ら
に
て
斎
の
神
の
冠
も
な
き
や

う
な
る
物
を
、
五
頭
き
ざ
み
た
て
て
、
供
養
し
奉
ら
ん
講
師
し
て
、
そ
の

仏
、
か
の
仏
と
名
を
付
奉
る
也
け
り
。
そ
れ
を
問
ひ
聞
き
て
お
か
し
か
り

し
中
に
も
、
同
じ
功
徳
に
も
な
れ
ば
と
聞
き
し
。
あ
や
し
の
も
の
ど
も
は
、

か
く
希
有
の
事
ど
も
を
し
侍
り
け
る
な
り
。

と
あ
る
。
西
尾
光
一
氏
は
、
本
話
に
つ
い
て
「
こ
う
い
う
や
り
方
で
も
、
同
じ

よ
う
に
功
徳
に
な
る
な
ら
ば
そ
れ
も
よ
か
ろ
う
と
思
っ
た
と
い
う
批
評
は
、
都

会
人
の
田
舎
人
に
対
す
る
批
評
と
い
う
よ
り
は
、
無
教
養
な
人
々
に
対
す
る
知

識
人
的
な
批
評
態
度
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、

こ
の
話
を
書
き
と
め
た
編
者
の
態
度
に
は
、
そ
う
い
う
人
々
に
対
す
る

否
定
と
か
軽
べ
つ
と
か
よ
り
は
、
む
し
ろ
暖
か
に
見
ま
も
り
、
そ
れ
も
よ

か
ろ
う
と
す
る
容
認
の
態
度
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

と
捉
え
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
第
一
〇
九
話
「
く
う
す
け
が
仏
供
養
の
事
」

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

九

と
と
も
に
、「
両
話
に
最
も
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
『
宇
治
拾
遺
』
編
者
の
人
間

の
と
ら
え
方
」
は
、「
伝
承
関
係
不
明
の
五
四
話
の
中
の
口
誦
的
な
要
素
の
濃

い
も
の
の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
と
同
時
に
、
書
承
的
と
み
ら
れ
る
説
話
に
お

い
て
も
、
か
な
り
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
る
と
い
っ
て
い
い
」
と
い
わ
れ
る
。
こ

の
西
尾
氏
の
論
述
に
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
貫
く
思
想
に
つ
い
て
の
考
察

に
対
す
る
重
要
な
手
が
か
り
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
話
末
評
語
に

お
け
る
「
あ
や
し
の
も
の
ど
も
は
、
か
く
希
有
の
事
ど
も
を
し
侍
り
け
る
な

り
」
は
、
筑
前
国
の
郎
等
が
仏
教
的
な
知
識
の
無
い
こ
と
を
た
だ
笑
う
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
仏
像
は
ど
の
よ
う
な
名
を
負
う
の
か
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
誤

り
で
あ
る
と
か
、
拝
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
仏
像
を
作
る

こ
と
、
ま
た
拝
む
こ
と
そ
の
こ
と
に
功
徳
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

編
者
は
、
仏
に
対
す
る
「
あ
や
し
の
も
の
ど
も
」
の
心
の
あ
り
か
た
を
支
持
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
仏
像
に
対
す
る
礼
拝
の
あ
り
方

を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
結
果
的
に
、
都
の
文
化
の
あ
り

か
た
を
突
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
一
三
話
「
田
舎
児
」
に
見
え
る
思
想

末
尾
話
と
冒
頭
話
に
共
有
さ
れ
て
い
る
編
者
の
思
想
は
、『
宇
治
拾
遺
物

語
』
内
部
の
他
の
説
話
の
う
ち
に
は
ど
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
旧
来
有
名
な
第
一
三
話
「
田
舎
児
、
桜
ノ
散
ヲ
見
泣
事
」
の
本
文
は



次
の
と
お
り
で
あ
る
。

是
も
今
は
昔
、
ゐ
中
の
児
の
、
比
叡
の
山
へ
の
ぼ
り
た
り
け
る
が
、
桜

の
め
で
た
く
咲
き
た
り
け
る
に
、
風
の
は
げ
し
く
吹
け
る
を
見
て
、
此
児
、

さ
め

と
泣
き
け
る
を
見
て
、
僧
の
、
や
わ
ら
よ
り
て
、「
な
ど
、
か

う
は
泣
か
せ
給
ふ
ぞ
。
こ
の
花
の
散
る
を
惜
し
う
お
ぼ
え
さ
せ
給
か
。
桜

は
は
か
な
き
物
に
て
、
か
く
程
な
く
う
つ
ろ
ひ
候
な
り
。
さ
れ
ど
も
、
さ

の
み
ぞ
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
な
ぐ
さ
め
け
れ
ば
、「
桜
の
散
ら
ん
は
、
あ
な
が

ち
に
い
か
ゞ
せ
ん
、
苦
し
か
ら
ず
。
我
父
の
作
た
る
麦
の
花
散
り
て
、
実

の
い
ら
ざ
ら
ん
、
思
ふ
が
わ
び
し
き
」
と
い
ひ
て
、
さ
く
り
あ
げ
て
、

「
よ
ゝ
」
と
泣
き
け
れ
ば
、
う
た
て
し
や
な
。

本
話
に
つ
い
て
、
同
話
・
類
話
に
該
当
す
る
も
の
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
話

末
評
語
に
つ
い
て
諸
注
釈
は
「
う
た
て
し
や
な
」
の
語
義
の
み
を
注
す
る
が
、

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
だ
け
は
、

情
け
な
い
こ
と
で
あ
る
よ
。
情
趣
に
欠
け
る
児
の
返
事
を
非
難
し
つ
つ
、

ち
く
は
ぐ
な
や
り
と
り
を
お
か
し
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

と
注
す
る
。
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
、
何
に
対
し
て
情
け
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
か
。
か
つ
て
、
永
積
安
明
氏
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た
。

こ
の
説
話
の
あ
り
か
た
か
ら
す
れ
ば
、
作
者
は
、
た
し
か
に
農
村
の
在

地
の
生
活
に
眼
を
む
け
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
都
市
の
貴
族
的

な
生
活
圏
に
住
む
も
の
と
は
ち
が
う
、
か
わ
っ
た
も
の
と
し
て
見
つ
め
て

い
る
。
し
か
も
、
か
わ
っ
て
い
る
し
、
珍
し
く
も
あ
る
が
、
自
分
た
ち
は

そ
う
で
は
な
い
。「
い
や
は
や
ど
う
も
。」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
こ
の
説
話

を
う
け
と
め
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
説
話
は
、
お
よ
そ
貴
族
的

な
感
覚
の
し
み
と
お
っ
た
都
市
人
の
手
で
、
つ
つ
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

だ
か
ら
、『
宇
治
拾
遺
』
の
文
体
が
、
全
体
と
し
て
は
、
貴
族
文
学
伝

来
の
和
文
脈
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
う
ち
に
は
、
け
っ
し
て
消
し

去
る
こ
と
の
で
き
な
い
庶
民
的
な
感
覚
や
構
想
力
が
、
生
き
生
き
と
自
ら

を
主
張
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
文
学
的
な
魅
力
を
う
み
だ
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

と
説
か
れ
た
。
次
に
、
西
尾
光
一
氏
は
、「
僧
院
の
内
で
伝
承
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
説
話
」
と
し
て
、
本
話
を
挙
げ
、

こ
の
僧
の
こ
と
ば
は
、
桜
の
花
の
は
か
な
く
散
る
こ
と
に
、
僧
侶
ら
し

く
無
常
を
感
じ
、
ま
た
そ
れ
を
惜
し
む
と
こ
ろ
に
、
都
市
貴
族
ら
し
い
風

雅
を
感
じ
る
点
か
ら
発
せ
ら
れ
て
お
り
、
児
の
こ
と
ば
は
、
農
村
出
の
少

年
ら
し
く
、
父
の
苦
労
や
麦
の
み
の
り
を
思
う
と
こ
ろ
か
ら
発
せ
ら
れ
て

い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
点
で
こ
う
し
た
説
話
を
口
が
た
り
し
、
ま

た
書
承
伝
承
し
た
も
の
は
、
農
村
の
生
活
を
受
け
と
め
な
が
ら
、
そ
れ
を

結
局
自
分
た
ち
都
市
貴
族
の
生
活
感
覚
か
ら
み
て
「
う
た
て
き
」
も
の
、

異
質
の
も
の
と
見
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
理
解
し
て
い
い
と
思
う
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

一
〇



と
論
じ
ら
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
従
来
の
読
み
方
に
対
し
て
、
最
近
、
稲
垣
泰
一
氏
が
、
対
談
の

な
か
で
本
話
に
触
れ
て
次
の
よ
う
な
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
で
、
あ
る
物
に
対
す
る
物
の
見
方
、〈
形
式
、
あ
る

い
は
〈
儀
式
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
両
方
と
も

食
い
違
っ
た
ま
ま
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。（
略
）
こ
の
話
で
は
、
僧
侶

は
仏
教
的
な
、
桜
と
い
う
も
の
は
散
る
ん
だ
と
い
う
無
常
思
想
で
物
を
見

て
い
る
。
稚
児
は
親
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
宇
治
拾

遺
物
語
』
の
編
者
は
、
こ
れ
は
両
者
と
も
違
っ
て
い
て
、
桜
と
い
う
も
の

は
風
雅
の
精
神
で
見
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
に
い
る
。
私
は
こ
の
三
つ
の

問
題
が
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
桜
花
の
う
つ
ろ
い
を
惜
し
む
こ
と
は
伝
統
的
な
美
意
識
の
問
題
で
も

あ
る
の
だ
が
、
僧
の
も
の
い
い
は
必
ず
し
も
無
常
を
説
く
こ
と
に
の
み
向
か
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
僧
は
、
そ
の
す
ぐ
後
で
「
さ
れ
ど
も
さ
の
み
ぞ
さ

ぶ
ら
ふ
」
と
い
う
。
そ
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
桜
は
は
か
な
い
も
の

で
、
い
ち
速
く
散
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
よ
り

し
か
た
が
な
い
、
と
僧
は
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
は
、
第

九
〇
話
に
い
う
「
た
ゞ
し
か
る
べ
き
居
所
を
し
め
て
、
一
生
を
送
ら
れ
ん
、
こ

れ
今
生
の
望
な
り
」
と
い
う
翁
の
主
張
に
連
な
る
思
想
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

一
一

な
く
、
末
尾
の
「
う
た
て
し
や
な
」
に
収
斂
し
て
く
る
表
現
は
、
民
衆
の
側
の

論
理
で
は
な
く
都
人
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、「
う
た
て
し
や
な
」
と
混

ぜ
返
す
と
こ
ろ
に
、
こ
の
物
語
の
落
し
ど
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
想
は

児
の
理
解
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

そ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
末
尾
話
、
冒
頭
話
、
さ
ら
に
例

示
し
た
各
話
に
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
序
」
に
伝
え
る
よ
う
な
、
官
途
を

求
め
続
け
る
よ
り
も
「
い
と
ま
を
申
て
、
暑
さ
を
わ
び
て
」
宇
治
に
「
こ
も
り

ゐ
」
る
こ
と
に
お
い
て
、
栄
達
よ
り
も
蟄
居
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
伝
え
ら
れ

る
編
者
像
に
ふ
さ
わ
し
い
思
想
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
歴
史
上
の
隆
国

は
知
ら
ず
、「
隆
国
」
が
貴
賎
に
語
ら
せ
た
話
を
書
き
記
し
た
と
い
う
伝
説
を

伝
え
る
「
序
」
は
、
む
し
ろ
こ
の
物
語
が
「
宇
治
大
納
言
物
語
」、「
大
納
言
よ

り
後
の
事
、
書
き
入
れ
た
る
本
」、「
又
、
物
語
書
き
入
れ
た
る
」
す
な
わ
ち

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
い
う
よ
う
に
、
成
書
化
さ
れ
る
三
段
階
を
伝
え
る
と
こ

ろ
に
主
題
が
あ
る
。「
序
」
が
後
代
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
ま
さ
に

「
序
」
を
も
つ
こ
と
に
お
い
て
現
存
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
ひ
と
つ
の
統
一

性
を
も
つ
書
物
と
し
て
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。「
序
」
を
含
め
て
『
宇
治
拾

遺
物
語
』
を
最
終
的
に
編
述
し
た
編
者
の
思
想
は
貫
か
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。



す
で
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
基
本
的
に
書
承
の
説
話
集
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
編
者
に
よ
る
説
話
の
選
択
と
配
列

に
伴
う
編
述
は
、「
序
」
に
い
う
よ
う
な
、「
隆
国
」
の
聞
書
き
の
記
録
で
は
あ

り
え
は
な
い
。
編
者
の
求
め
る
興
味
に
即
し
て
収
集
編
述
さ
れ
た
も
の
と
解
さ

れ
よ
う
。
そ
の
基
準
は
編
者
の
内
側
の
倫
理
的
な
規
範
に
あ
る
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
儒
教
的
な
も
の
と
の
離
反
は
、
古
代
律
令
を

支
え
る
基
本
的
な
思
想
で
あ
る
儒
教
が
、
判
断
や
行
動
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て

重
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
『
古

事
談
』
と
の
同
話
が
示
す
よ
う
に
古
代
へ
の
憧
憬
を
持
ち
な
が
ら
も
、
拠
る
べ

き
新
し
い
原
理
を
模
索
す
る
と
こ
ろ
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
特
質
は
示
さ
れ

て
い
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
、
内
面
的
な
、
規
範
的
原
理
の
追
求
を
中
心

に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
的
な
視
野
の
中
で
話
群
を
配
列
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

注
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
配
列
の
問
題
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲

り
た
い
。

三
木
紀
人
・
浅
見
和
彦
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

宇
治
拾
遺
物
語
』「
類

話
一
覧
」
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
三
九
三

六
頁
。
以
下
、『
宇
治
拾
遺
物

語
』
の
本
文
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
拠
る
。

渡
辺
綱
也
・
西
尾
光
一
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

宇
治
拾
遺
物
語
』「
説
話

目
録
」
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
四
七
頁
。

に
同
じ
、「
類
話
一
覧
」、
五
三
四
頁
。

小
林
保
治
・
増
古
和
子
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物

語
』「
関
係
説
話
表
」
小
学
館
、
一
九
九
六
年
、
五
四
五
頁
。
な
お
、『
宇
治
拾
遺
物

語
』
末
尾
話
と
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
〇
話
巻
第
一
五
話
と
の
表
現
の
異
同
を
め
ぐ

る
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

中
島
悦
次
『
宇
治
拾
遺
物
語
全
註
解
』
有
精
堂
、
一
九
七
〇
年
、
五
八
〇
頁
。

小
林
智
昭
校
注
・
訳
『
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物
語
』
小
学
館
、
一
九

七
三
年
、
五
〇
九
頁
。

に
同
じ
、
三
九
六
頁
。

に
同
じ
、
四
八
七
頁
。

野
村
八
良
校
註
『
日
本
古
典
全
書

宇
治
拾
遺
物
語

下
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九

五
〇
年
、
二
〇
二
頁
。

に
同
じ
、
四
三
五
頁
、
頭
注
。

に
同
じ
、
五
〇
九
頁
。

『
続
群
書
類
従

第
三
〇
輯
下

世
俗
諺
文
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
五

年
、
七
六

七
七
頁
。

福
永
光
司
『
中
国
古
典
選

荘
子

（
雑
編
・
下
）』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八

年
、
七
八
頁
。

に
同
じ
、『
世
俗
諺
文
』
の
引
く
『
列
子
伝
』、
七
七
頁
。

国
東
文
麿
『
今
昔
物
語
集
作
者
考
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
五
年
、
九
頁
。

同
書
、
一
八
九
頁
。『
荘
子
』
の
『
今
昔
物
語
集
』
へ
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
池

上
洵
一
『「
今
昔
物
語
集
」
の
世
界

中
世
の
あ
け
ぼ
の
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
三

年
、
一
九
三
頁
、
上
田
設
夫
「
敬
し
て
親
し
ま
ず
｜
今
昔
説
話
の
孔
子
｜
」『
国
語

と
国
文
学
』
一
九
八
八
年
九
月
、
な
ど
の
論
が
あ
る
。

石
田
穣
二
・
清
水
好
子
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成

源
氏
物
語

四
』
新
潮
社
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

一
二



一
九
七
九
年
、
四
二
頁
。
私
に
句
点
を
施
し
た
。

玉
上
琢
彌
編
『
河
海
抄
』
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
四
〇
四

五
頁
。
私
に
句

点
を
施
し
た
。

伊
井
春
樹
校
注
『
松
永
本

花
鳥
余
情
』
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
、
一
七
二
頁
。

私
に
句
読
点
を
施
し
た
。

山
岸
徳
平
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

源
氏
物
語

二
』
岩
波
書
店
、
一
九
五

九
年
、
四
〇
三
頁
。

岡
見
正
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

義
経
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
、

二
三
四
頁
。

に
同
じ
、
一
六
六

八
頁
。

山
田
孝
雄
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

二
』
岩
波
書
店
、
一

九
六
〇
年
、
二
九
一
頁
。

に
同
じ
、
二
四
〇
頁
。

に
同
じ
、
二
四
〇
頁
。

に
同
じ
、
一
六
七
頁
。

に
同
じ
、
一
六
七
頁
。

に
同
じ
、
二
九
二
頁
。

に
同
じ
、
七

八
頁
。

に
同
じ
、「
説
話
目
録
」、
三
八
頁
。

に
同
じ
、「
類
話
一
覧
」、
五
二
〇
頁
。

に
同
じ
、「
関
係
説
話
表
」、
五
三
八
頁
。

諸
注
釈
の
な
か
で
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
は
、「
法
花
経
は
『
浄
不
浄
を
き

ら
は
ず
』
と
い
っ
て
読
経
し
た
の
も
、
浄
不
浄
か
ま
わ
ず
法
華
経
を
読
み
と
げ
た
第

一
話
の
道
命
と
対
比
さ
れ
る
」
と
注
す
る
（
前
掲
書
、
二
九
七
頁
）。

黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系

尊
卑
分
脈

第
一

篇
』
の
注
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
清
水
眞
澄
「
能
読

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
思
想

一
三

の
世
界
｜
後
白
河
院
と
そ
の
近
臣
を
中
心
に
」『
青
山
国
文
』
第
二
七
号
、
一
九
九

七
年
三
月
、
清
水
眞
澄
「
能
読
の
系
譜
｜
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
を
中
心
に
」『
國

學
院
雑
誌
』
一
九
九
七
年
四
月
、
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

『
続
群
書
類
従

第
二
八
輯

上
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
七
年
、
一
七

二

四
頁
。

山
田
孝
雄
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

三
』
岩
波
書
店
、
一

九
六
一
年
、
一
九
四

五
頁
。

に
同
じ
、
五
四
頁
。

に
同
じ
、
二
三
七
頁
。

に
同
じ
、
二
三
七
頁
。

西
尾
光
一
『
中
世
説
話
文
学
論
』
塙
書
房
、
一
九
六
三
年
、
二
七
六
頁
。

同
書
、
二
七
七
頁
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
諸
注
釈
の
他
、
高
橋
貢
氏
の
論
文

「
鑑
賞
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

｜
第
一
一
〇
（
巻
九
第
五
「
恒
正
が
郎
等
仏
供
養
の

事
」）
｜
」『
並
木
の
里
』
第
四
九
号
、
一
九
九
八
年
一
二
月
、
が
検
討
を
加
え
ら
れ

て
い
る
。

に
同
じ
、
二
五
頁
。

に
同
じ
、
二
五
頁
。

永
積
安
明
「
物
語
・
小
説
論
」『
中
世
文
学
の
展
望
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

五
六
年
、
二
六
〇

一
頁
。

同
書
、
二
六
六
頁
。

に
同
じ
、
二
六
四
頁
。

に
同
じ
、
二
六
三
頁
。
他
に
、『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
七
五
頁
、『
新
潮
日
本

古
典
集
成
』
四
六
頁
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
二
五
頁
、『
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
』
四
七
頁
、
な
ど
に
評
が
あ
る
。

馬
淵
和
夫
責
任
編
集
『
中
世
説
話
の
〈
意
味
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
、
一

八
頁
。
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